
ま
し
た
。本
号
で
は
そ
の
内

容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▼
切
れ
目
な
い
支
援　
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
ま
で
の
支
援
と
し
て「
妊
婦
の
た
め

の
支
援
給
付
金
」の
支
給
や
、保
健
師
に
よ

る
相
談
対
応
、
医
師
・
助
産
師
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
医
療
相
談
体
制
を
継
続
す
る
。

▼
未
就
学
児
の
子
育
て
支
援　
３
歳
児
ク

ラ
ス
以
上
と
第
２
子
以
降
３
歳
未
満
の
保

育
料
無
償
化
、
第
２
子
以
降
の
在
宅
育
児

世
帯
に
対
す
る
在
宅
育
児
支
援
金
の
支
給

を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
本
年
度
か

ら
新
た
に
乳
児
等
通
園
支
援
事
業（
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
）を
、保
育
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
な
い
満
３
歳
未
満
の
児
童

を
対
象
に
実
施
す
る
。

▼
工
業
団
地
造
成　
新
た
な
企
業
誘
致

に
向
け
、
産
業
用
地
の
整
備
に
向
け
た
調

査
な
ど
立
地
促
進
に
取
り
組
む
。

▼
農
業
振
興　
水
稲
、
野
菜
な
ど
地
域
の

特
性
に
適
し
た
作
物
の
生
産
拡
大
を
支
援

す
る
。
特
に
も
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
水
稲
品
種

「
白
銀
の
ひ
か
り
」を
関
係
機
関
と
連
携
し

Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

▼
畜
産
振
興　
繁
殖
育
成
セ
ン
タ
ー
へ
の
預

託
受
け
入
れ
頭
数
増
加
に
向
け
、
施
設
の
Ｐ

Ｒ
活
動
に
関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

▼
有
害
鳥
獣
対
策　
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目
撃

件
数
が
昨
年
度
、
過
去
最
多
と
な
っ
て
お
り
、

出
没
に
対
す
る
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
緩
衝
帯
の
整
備
と
誘
引
樹
木
の
伐
採

を
行
い
、
出
没
抑
制
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

▼
花
き
振
興　
安
定
生
産
を
目
的
に
、
新

た
な
遺
伝
資
源
を
取
り
入
れ
て
リ
ン
ド
ウ

全文はこちら﻿

の
品
種
開
発
を
行
う
ほ
か
、
安
代
り
ん
ど

う
の
ル
ワ
ン
ダ
で
の
生
産
拡
大
が
図
ら
れ

る
よ
う
引
き
続
き
支
援
す
る
。

　住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、医療・
介護・福祉を一体的に提供する地域包括ケアシス
テムを深化させていきます。
　地域医療の中核である市立病院の医療体制を引
き続き充実させ、医療従事者の確保と定着を図る
とともに、盛岡広域圏の医療機関との連携をさら
に強化し、持続可能な医療提供体制の構築を図り
ます。

第
３
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画

▼
働
き
盛
り
世
代
へ
の
支
援　
市
内
企

業
を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病
予
防
や
食

生
活
改
善
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
に

関
す
る
健
康
・
栄
養
相
談
、
健
康
教
育

を
実
施
し
、
働
き
盛
り
世
代
へ
の
支
援

▼
市
立
病
院　
４
月
か
ら
市
立
病
院
の
院

長
を
新
た
に
迎
え
、病
院
事
業
管
理
者
の
も

と
、安
代
診
療
所
お
よ
び
田
山
診
療
所
と
の

一
体
的
運
営
に
よ
り
、良
質
な
医
療
の
提
供

に
努
め
る
と
と
も
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を

継
続
し
、
医
療
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
。

に
努
め
る
。

▼
ワ
ク
チ
ン
接
種　
妊
婦
を
対
象
と

し
た
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
化
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
接
種
勧
奨
に
努
め
る
。

▼
認
知
症
支
援　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
修
了
者
が
、
認
知
症
の
人
や
家

族
と
つ
な
が
り
支
え
合
う「
チ
ー
ム
オ
レ

ン
ジ
」の
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
く
。

▼
ご
み
処
理
対
策　
ご
み
の
分
別
収
集
と

資
源
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
可
燃
ご

み
の
広
域
処
理
に
つ
い
て
、
盛
岡
広
域
環

境
組
合
及
び
盛
岡
広
域
の
市
町
と
連
携
し

て
取
り
組
む
。

▼
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用　
昨
年
２
月
に

操
業
を
開
始
し
た
、
地
熱
電
力
を
核
と
す

る
地
域
新
電
力
会
社「
は
ち
ま
ん
た
い
ジ

オ
パ
ワ
ー
」の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、企
業

誘
致
に
取
り
組
む
。

▼
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
創
出　
観
光

庁
モ
デ
ル
観
光
地
事
業
４
年
目
と
し
て
、

体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
や
広
域
観
光
ル
ー
ト

の
充
実
、観
光
客
の
受
け
入
れ
環
境
整
備
、

欧
米
圏
へ
の
販
売
強
化
、
ガ
イ
ド
制
度
創

設
を
進
め
る
と
と
も
に
、関
係
人
口
拡
大

に
向
け
、す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る「
応
援

市
民
制
度
」の「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制

度
」へ
の
移
行
に
向
け
て
取
り
組
む
。

▼
経
済
活
性
化
と
環
境
保
全
の
両
立　
環

境
価
値
を
農
業
の
収
益
に
変
え
る「
八
幡

平
市
中な

か
ぼ
し干
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進
し
、地

域
農
業
の
新
た
な
所
得
の
確
保
と
、
脱
炭

素
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
す
。

子
育
て
支
援

企
業
誘
致
と
産
業
振
興

健
や
か
な
暮
ら
し

　若者世代や子育て世代が希望をもって暮らせる
地域社会の実現を目指し、手厚い子育て支援を継
続するほか、魅力ある雇用の創出や若者向けの住
宅団地を整備し、若年層の定着を促します。
　また、女性・若者・移住者・外国人など多様な主
体の地域コミュニティへの参画を促進することで、
地域活動の担い手の確保と活性化を図り、共生社会
の実現につなげていきます。

魅力にあふれ、希望に
もえるまちづくり1.３.

概
要
を
紹
介
し
ま
す

※　小児などに咳など呼吸器症状を引き起こすウイルス

８シーズン目を迎えたルワ
ンダでのリンドウ生産。﻿欧州
市場への輸出本数が300万本
を超える見込み

　

本
年
度
は
、
17
年
度
ま
で
の
10
年
の
ま

ち
づ
く
り
の
理
念
や
将
来
像
な
ど
を
示
す

「
第
３
次
八
幡
平
市
総
合
計
画
基
本
構
想
」

の
初
年
度
で
す
。

　

基
本
構
想
で
は
、
市
の
将
来
像
に「
次
世

代
に
希
望
を
つ
な
ぐ
八
幡
平
市
」を
掲
げ
、

こ
の
実
現
に
向
け
た
次
の
５
つ
の
基
本
目

標
を
定
め
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
目
標
ご
と
に
、
今
後
５
年
間
に

取
り
組
む
具
体
的
な
施
策
を
定
め
た「
前
期

基
本
計
画
」
の
概
要
は
、
次
の
通
り
で
す
。

✓

✓

▼
観
光
と
一
次
産
業
の
連
携　
特
産
品
や

農
産
物
を
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
活
用

し
、体
験
型
観
光
を
推
進
す
る
な
ど
、本
市

の
観
光
の
魅
力
を
国
内
外
に
向
け
て
効
果

的
に
発
信
す
る
。ま
た
、昨
年
に
引
き
続
き

「
産
業
ま
つ
り
」を
開
催
し
、地
域
の
産
業
や

文
化
、
観
光
資
源
の
発
信
に
努
め
る
。

▼
商
業
の
拠
点
づ
く
り　
８
テ
ラ
ス
の

集
客
効
果
を
活
用
し
、
地
元
商
店
街
や
商

工
会
と
連
携
し
た
賑
わ
い
創
出
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
商
業
用
地
の
分
譲
と
利
活
用

を
進
め
る
と
と
も
に
、
商
店
街
の
活
性
化

や
消
費
拡
大
を
図
る
。

に
ぎ
わ
い
と
環
境
政
策

本市の農林畜産業、商業、工芸のほか、飲食店など、
地域の魅力を幅広く紹介する「市産業まつり」を開催
（７年９月20日、松尾総合運動公園）

✓

✓

健やかでうるおいに
満ちたまちづくり

　地域の文化や食などを組み合わせた新たな観光商品を開発
し、八幡平ブランドを確立するとともに、農林業と触れあう体験
型観光の提供、食文化も含めた郷土料理の提供など、各種産業間
が連携し、地域全体で観光を盛り上げる仕組みを構築します。
　また、企業誘致の促進に向け「ＧＸ産業団地」の造成に取り組み
ます。「地熱発電による脱炭素電力の供給が可能な市」としてのブ
ランド力を高め、成長分野の企業誘致を積極的に行っていきます。

豊かな地域資源を
生かしたまちづくり２.

※

※

　

令
和
８
年
市
議
会
第
１
回
定
例
会
は
、

２
月
19
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
、
市
議
会

議
事
堂
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
孝
弘
市
長
は
議
会
初
日
の
施
政

方
針
演
述
で
、
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
第
３
次
市
総
合
計
画
前
期
計
画
の
概
要

（
２
㌻
か
ら
４
㌻
参
照
）と
、こ
れ
に
基
づ

く
本
年
度
の
主
な
取
り
組
み
項
目
を
述
べ

施政方針
やることリスト ✓

※

市は８年度、主にこんなことします

PICK UP
大更駅前「８テラス」って、どんなトコ

１階の移住定住センターでは、コーディネーター
が移住定住相談の受付や空き家バンク、宅地バン
ク制度の利用促進を図り、移住定住対策を強化

２階の子育て世代活動支援センターでは、市
内の親子に、遊びを通じた交流の場を提供

カフェスペースやチャレンジショップなど民
間活力を取り入れた新たな商機の創出を促進

３階に市立図書館が移転・開館。蔵書数を増やし、
どの年代も楽しめるような読書空間を提供

国のGX戦略地域制度に基づく脱炭素電源活用型GX戦略地域。なお、
GXとはグリーントランスフォーメーションの略称で、化石燃料中心の社
会を太陽光や水素などのクリーンエネルギー中心へ転換し、脱炭素（カー
ボンニュートラル）と経済成長を両立させる取り組みのこと。 0203 No.370 2026（R8）．４



小中学校の施設

▶西根・松尾地区の中学校統合について、建設候補地
　決定の後は、地域住民や保護者との合意形成を
　図りながら、建設に向けた取り組みを進める。

小中学校の適正配置

▶児童生徒１人１台のタブレット端末を、新しい
　端末に更新し、これまで以上に端末を活用した
　個別最適な学びや協働的な学びを進める。

小中学校のＩＣＴ環境

学校給食の安定的な提供

国際交流を見据えた英語力の
向上

▶児童生徒の発達段階に応じた防災教育を推進し、
　児童生徒の防災・安全意識の向上を図る。
▶八幡平市火山防災カリキュラムや火山防災副読本
　を活用した授業実践を行うとともに、火山防災副
　読本の改訂作業に取り組む。

防災・安全意識の向上を図る
教育の充実

▶八幡平市ならではの教育資源を積極的に導入し、
　郷土を愛し大切にする児童生徒の育成を図る。
▶コミュニティ・スクールの取り組みを一層推進
　し、「地域とともにある学校の実現」を図る。

地域理解の推進と地域とともに
ある学校の実現

8年度

▶問題解決的な学習や、子ども自身が自らの考えを
　アウトプットする学習を重視する。
▶学校外での学習習慣の確立を目指し、児童生徒
　の家庭学習の充実に向けた取り組みを推進する。

「主体的・対話的で深い学び」を視点
とした子ども主体の授業の実現

教育行政運営の基本方針

▶地産地消の推進や食育指導により、郷土の食材
　や自然の恩恵に対する意識の高揚を図る。
▶小学校における学校給食費の無償化と米飯提供に
　よる完全給食の実施に向けて取り組みを進める。

　佐々木市長の施政方針演述に続き、星俊也前教育長が述べた教
育行政運営基本方針と重点を、要約してお知らせします。

▶学校施設の保守点検を行うとともに、平舘小学校
　の防火戸修繕、安代小学校のエレベーター修繕、
　安代中学校のトイレ改修工事などを行い、安全で
　安心な学習環境の整備に取り組む。

▶ハロウインターナショナルスクール安比ジャパン
　との交流を推進し、本市の児童生徒の英語力の向
　上を図る。
▶市内中学生の実用英語技能検定の受験料１回分を
　補助し、英語力の向上に資する。

▶県立平舘高等学校の入学者数の確保が図られる
　よう、部活動支援、市外入学志望者の受入、コー
　ディネーターの配置、通学・制服代に対する支
　援など、各種事業を展開する同校の教育振興会
　の活動を引き続き支援する。
▶市内外の中学校から同校への進学率向上に向け、
　中学校での進路説明会へ出向き、平舘高校の魅
　力や市の支援内容の周知を図る。

県立平舘高等学校の教育振興

市民の読書活動の推進
▶大更駅前に移転開館する市立図書館が、これまで
　以上に市民から愛される施設となるよう、松尾コ
　ミュニティセンター、荒屋コミュニティセンター
　の図書室と連携し、引き続き生涯学習の充実に資
　する読書活動の支援・機会の提供に取り組む。

９年４月に開校する松尾地区統合小学校
の校舎となる現松野小学校

栄養バランス良く、工夫を凝らして作ら
れた給食を楽しんで食べる安代小児童

▶松尾地区統合小学校については、９年４月の開校
に向けて、学校統合
検討委員会専門部会
を中心に、具体的な
準備に取り組む。

学校教育に係る重点１.

学校教育の環境づくり２.
▼（
仮
称
）八
幡
平
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ　
東
日
本
高
速
道
路
㈱
と
の

協
定
に
基
づ
き
、
物
件
移
転
補
償
や
用
地

買
収
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

▼
公
共
交
通　
松
尾
地
区
で
本
年
２
月

▼
教
育
環
境　
９
年
４
月
の
松
尾
地
区

統
合
小
学
校
開
校
に
向
け
た
整
備
や
、
西

根
・
松
尾
地
区
統
合
中
学
校
建
設
に
か
か

る
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む
。

▼
給
食
費　
小
学
校
の
給
食
費
無
償
化

と
米
飯
提
供
に
よ
る
完
全
給
食
の
実
施
に

向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。

▼
平
舘
高
校
の
生
徒
確
保　
地
域
と
の
連

携
に
よ
る
同
校
の
魅
力
向
上
と
、
市
内
外

の
中
学
校
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
活
動
に
加
え
、

県
外
か
ら
の
入
学
者
受
け
入
れ
に
向
け
た

「
お
た
め
し
地
域
留
学
」な
ど
の
取
り
組
み

を
行
い
、
市
外
・
県
外
か
ら
の
意
欲
あ
る

生
徒
受
け
入
れ
体
制
の
構
築
を
目
指
す
。

▼
文
化
・芸
術
に
取
り
組
む
環
境
づ
く
り　

「
市
民
が
誰
で
も
文
化
芸
術
に
親
し
み
、文
化

▼
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
づ
く
り

大
規
模
改
修
を
終
え
た
総
合
運
動
公
園
野

球
場
に
お
い
て
、
高
校
野
球
強
豪
校
を
迎

え
た
招
待
試
合
と
、
そ
の
選
手
た
ち
に
よ

る
市
内
小
学
生
向
け
の
野
球
教
室
を
開

き
、
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
接
す
る
機
会
の

充
実
に
取
り
組
む
。

▼
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会　
本
市
を
会
場

に
本
年
度
に
開
か
れ
る「
第
81
回
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
」

の
大
会
成
功
に
向
け
、
準
備
を
進
め
る
。

か
ら
実
証
運
行
を
開
始
し
た
デ
マ
ン
ド
型

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
よ
ぶ
き
た
八
幡

平
」を
本
格
運
行
に
つ
な
げ
、持
続
可
能
な

地
域
交
通
体
系
の
構
築
を
進
め
る
。

▼
地
域
防
災
力
の
強
化　
自
主
防
災
会

の
組
織
化
を
進
め
る
。

▼
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
支
援　
地

域
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
強
化
・
支
援

す
る
。

▼
自
治
体
経
営　
市
域
全
体
の
Ｄ
Ｘ
推
進

を
図
る
。

▼
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上　
８
年
度
か
ら

始
動
す
る「
第
５
次
行
財
政
改
革
実
施
計
画
」

に
よ
り
行
財
政
改
革
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。

や
歴
史
を
受
け
継
ぐ
、誇
り
の
持
て
る
ま
ち
」

を
目
標
に
、そ
の
機
会
の
充
実
を
図
る
た
め
、

既
存
施
設
の
有
効
活
用
方
法
を
調
査
・
検

討
し
て
い
く
ほ
か
、
市
民
に
よ
る
新
た
な
音

楽
発
表
会
な
ど
、イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
開
催
、

多
様
な
活
動
へ
の
支
援
の
充
実
を
図
る
。

５年２月に開かれた「いわて八幡平白銀国体」
では、矢神飛躍台に最新の設備を導入。全国
から本市に選手を迎えた

　小中学校の児童生徒数の減少や学校施設の老朽化を
踏まえ、学校の適正規模・適正配置を進めていきます。
　また、県立平舘高校の生徒数確保に向けて、地域
連携を強化するとともに、地域みらい留学への取り
組みと市外からの留学生の受け入れ体制の構築を早
急に進めていきます。
　市民が文化・芸術やスポーツ・生涯学習に取り
組む機会の創出に努め、未来への希望を育んでい
きます。

　持続可能な公共交通の実現を目指し、市民がより利用しや
すい公共交通ネットワークの構築を進めていきます。
　各地域での自主防災組織の結成を促進し、災害時避難行
動要支援者の個別避難計画の策定を進め、地域全体の災害
対応能力を向上させていきます。
　また、あらゆる分野でＤＸを推進し、行政サービスの質の向
上や効率化、市民の利便性の向上に取り組みます。
　現在、50以上ある公園の再編や道路などのインフラ整備、
防犯や交通安全などに取り組みます。

県外から平舘高校への入学生確保の
ため、７年10月に、中学生を対象と
した 1 泊 2 日の体験プログラム「お
ためし地域留学」を初めて実施。同
校や本市の魅力をPRした

地
域
に
根
ざ
し
た
教
育

芸
術
文
化
活
動
の
支
援

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

社
会
基
盤
の
整
備

学ぶ喜びにあふれた
まちづくり４.安心・安全で快適な

まちづくり５.

DX（デジタルトランスフォーメーション）＝デジタル技術を活
用し、業務プロセス、組織文化の変革を実現させる取り組み

松尾地区で２月から実証運行を開始し
たデマンド型バス「よぶきた八幡平」﻿
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